
87



津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
桂

島
漁

港
海

岸
桂

島
地

区
水

産
庁

(宮
城

県
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
3
.1

0
（
-
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
4
7
0
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
地

元
調

整
未

了
。

･漁
業

利
用

さ
れ

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
、

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
仙

台
塩

釜
港

塩
釜

港
区

海
岸

桂
島

（
前

浜
）
地

区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
道

路
が

あ
る

。
3
.9

0
（
3
.9

0
)

4
.3

0
突

堤
離

岸
堤

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
砂

浜
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
自

然
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
堤

防
、

護
岸

を
整

備
す

る

堤
防

、
護

岸
　

L
=
4
9
1
ｍ

突
堤

　
L
=
1
0
0
ｍ

離
岸

堤
　

L
=
3
6
0
ｍ

・
砂

浜
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

・
海

水
浴

場
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
海

岸
で

あ
り

、
砂

浜
環

境
保

全
の

た
め

、
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
砂

浜
の

地
形

変
化

状
況

に
留

意
す

る
。

ま
た

台
風

等
の

波
浪

の
後

は
、

離
岸

堤
の

ブ
ロ

ッ
ク

の
飛

散
や

沈
下

等
を

監
視

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
仙

台
塩

釜
港

塩
釜

港
区

海
岸

桂
島

（
石

浜
）
地

区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
2
.5

9
（
2
.5

9
)

3
.3

0
離

岸
堤

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
港

湾
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
胸

壁
、

護
岸

を
整

備
す

る
胸

壁
、

護
岸

　
L
=
5
2
1
ｍ

離
岸

堤
　

L
=
3
0
0
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
港

湾
利

用
と

の
役

割
分

担
に

配
慮

す
る

。
・
地

元
調

整
未

了
。

・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

箇
所

で
あ

り
、

陸
閘

が
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

構
造

物
の

破
損

や
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

利
用

者
の

安
全

に
留

意
す

る
と

と
も

に
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

や
埋

塞
を

監
視

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
仙

台
塩

釜
港

塩
釜

港
区

海
岸

桂
島

（
梅

浜
）
地

区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
2
.3

0
（
1
.7

6
)

3
.3

0
1
.7

6
●

●
○

●
○

侵
食

に
対

す
る

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
整

備
を

行
う

。
□

港
湾

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
1
.7

6
m

の
護

岸
を

整
備

す
る

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
胸

壁
、

護
岸

を
整

備
す

る

堤
防

　
L
=
2
8
9
ｍ

・
港

湾
利

用
と

の
役

割
分

担
に

配
慮

す
る

。

・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

箇
所

で
あ

り
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
構

造
物

の
破

損
や

利
用

者
の

安
全

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
仙

台
塩

釜
港

塩
釜

港
区

海
岸

桂
島

（
金

ヶ
浜

）
地

区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
-

（
-
）

-
離

岸
堤

●
○

侵
食

に
対

す
る

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
整

備
を

行
う

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

・
確

保
す

る
。離

岸
堤

　
L
=
1
6
0
ｍ

・
砂

浜
環

境
保

全
の

た
め

、
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
砂

浜
の

汀
線

変
化

状
況

を
監

視
す

る
と

共
に

利
用

者
の

安
全

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

1
7
/
2
0

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

 1
7/

20
】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
指

定 済

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

保
全

区
域

市
町

村
名

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

利
用

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

塩 竈 市

松 島 湾

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)
管

理
者

名

ユ ニ ッ ト

2
.防

護
水

準

環
境

(景 観
)

要
指 定

防
護

松
島

島
嶼

（
3
）
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
○

浦
戸

海
岸

野
々

島
地

先
海

岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
の

整
備

が
必

要
。

3
.1

0
（
2
.0

,3
.1

)
4
.3

0
2
.0

、
3
.1

●
●

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
砂

浜
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
2
.0

0
、

+
3
.1

0
、

+
4
.3

0
m

の
護

岸
、

堤
防

を
整

備
す

る

護
岸

L
=
1
4
1
m

(T
.P

.+
2
.0

0
m

)
護

岸
L
=
1
3
5
m

(T
.P

.+
3
.1

0
m

)
堤

防
L
=
2
9
3
m

(T
.P

.+
4
.3

0
m

)

･自
然

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
・
砂

浜
の

利
用

に
配

慮
す

る

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
を

実
施

し
、

砂
浜

の
地

形
変

化
状

況
を

監
視

す
る

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
防

潮
門

扉
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

、
樋

門
や

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
○

野
々

島
海

岸
水

管
理

・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
の

整
備

が
必

要
。

3
.1

0
（
2
.0

,3
.1

)
3
.3

0
2
.0

、
3
.1

●
●

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
2
.0

0
、

+
3
.1

0
、

+
3
.3

0
m

の
護

岸
、

堤
防

を
整

備
す

る

護
岸

L
=
1
4
7
m

(T
.P

.+
2
.0

0
m

)
護

岸
L
=
1
5
7
m

(T
.P

.+
3
.1

0
m

)
堤

防
L
=
4
9
2
m

(T
.P

.+
3
.3

0
m

)

･自
然

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
利

用
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
・
地

元
調

整
未

了
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
防

潮
門

扉
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

、
樋

門
や

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。
・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

に
際

し
て

は
構

造
物

の
破

損
に

留
意

す
る

。

○
野

々
島

海
岸

毛
無

崎
地

先
海

岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
の

整
備

が
必

要
。

3
.1

0
（
3
.1

,3
.2

)
3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
4
2
ｍ

･自
然

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
利

用
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
・
地

元
調

整
未

了
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

留
意

す
る

。
・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

に
際

し
て

は
構

造
物

の
破

損
に

留
意

す
る

。

○
馬

越
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
施

工
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.1

0
m

の
護

岸
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
8
5
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
野

之
島

海
岸

Ⅱ
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
施

工
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.1

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
9
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
野

之
島

海
岸

Ⅲ
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
施

工
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.1

0
m

の
護

岸
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
5
8
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
薬

ヶ
崎

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
施

工
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.1

0
m

の
護

岸
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
1
0
7
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○

仙
台

塩
釜

港
塩

釜
港

区
海

岸
野

々
島

（
毛

無
崎

）
地

区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
港

湾
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
護

岸
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
5
3
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
港

湾
利

用
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
・
地

元
調

整
未

了
。

・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

箇
所

で
あ

り
、

陸
閘

が
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

構
造

物
の

破
損

や
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

利
用

者
の

安
全

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
○

野
野

島
漁

港
海

岸
野

々
島

地
区

水
産

庁
(塩

竈
市

)
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

1
.7

6
-
3
.0

9
（
1
.7

6
-
3
.0

9
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
護

岸
、

胸
壁

を
整

備
す

る
護

岸
、

胸
壁

　
L
=
5
0
5
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
地

元
調

整
未

了
。

 ・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

海
岸

で
あ

り
、

陸
閘

が
存

在
す

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
構

造
物

の
破

損
や

陸
閘

の
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

特
に

留
意

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

1
8
/
2
0

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

 1
8/

20
】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
指

定 済

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

保
全

区
域

市
町

村
名

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

利
用

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

塩 竈 市

松 島 湾

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)
管

理
者

名

ユ ニ ッ ト

2
.防

護
水

準

環
境

(景 観
)

要
指 定

防
護

松
島

島
嶼

（
4
）

90



91



津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
○

浦
戸

海
岸

朴
島

地
先

海
岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
の

整
備

が
必

要
。

3
.1

0
（
2
.0

,3
.1

)
3
.3

0
2
.0

0
●

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
2
.0

0
、

+
3
.3

0
m

の
護

岸
、

堤
防

を
整

備
す

る

護
岸

　
L
=
1
3
2
ｍ

(T
.P

.+
2
.0

0
m

)
堤

防
　

L
=
5
1
9
ｍ

(T
.P

.+
3
.3

0
m

)

･自
然

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
利

用
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

、
樋

門
や

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。
・
漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

に
際

し
て

は
構

造
物

の
破

損
に

留
意

す
る

。
・
定

期
船

乗
り

場
が

併
設

さ
れ

て
い

る
た

め
、

日
常

巡
視

に
際

し
て

は
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

○
○

野
々

島
海

岸
朴

島
地

先
海

岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

は
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
の

整
備

が
必

要
。

3
.1

0
（
2
.0

,3
.1

)
-

2
.0

，
3
.1

●
●

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
2
.0

0
、

+
3
.1

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
8
0
ｍ

(T
.P

.+
2
.0

0
m

)
護

岸
　

L
=
1
1
9
ｍ

(T
.P

.+
3
.1

0
m

)
･自

然
景

観
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
吐

口
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
大

森
島

海
岸

Ⅰ
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
9
2
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
大

森
島

海
岸

Ⅱ
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
7
6
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
大

森
島

海
岸

Ⅲ
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
9
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
大

森
島

海
岸

Ⅳ
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

が
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
6
2
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

1
9
/
2
0

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

 1
9/

20
】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
指

定 済

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

保
全

区
域

市
町

村
名

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

利
用

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

塩 竃 市

松 島 湾

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)
管

理
者

名

ユ ニ ッ ト

2
.防

護
水

準

環
境

(景 観
)

要
指 定

防
護

松
島

島
嶼

（
5
）

92
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
(施

工
高

)

計
画

護
岸

高
(施

工
高

)
整

備
施

設
名

津
波

高
潮

侵
食

○
鷺

島
海

岸
Ⅱ

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
1
5
5
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
鷺

島
海

岸
Ⅲ

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
4
8
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
鷺

島
海

岸
Ⅳ

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
8
5
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
鷺

島
海

岸
Ⅴ

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
6
3
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
馬

の
背

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
9
7
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
漆

島
海

岸
Ⅰ

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
1
2
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

○
漆

島
海

岸
Ⅱ

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)
背

後
に

、
農

地
が

あ
る

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

-
3
.1

0
 

●
●

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

施
設

施
工

に
際

し
て

は
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

震
災

後
の

高
さ

で
補

修
を

実
施

す
る

。
施

設
の

健
全

度
を

維
持

、
確

保
す

る
。

護
岸

　
L
=
9
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。

・
海

路
と

な
る

が
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
ま

た
、

内
水

排
除

の
た

め
、

吐
口

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

稼
働

及
び

管
渠

の
埋

塞
に

留
意

す
る

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

2
0
/
2
0

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

　
20

/2
0】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
指

定 済

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

保
全

区
域

市
町

村
名

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

利
用

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

塩 竃 市

松 島 湾

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)
管

理
者

名

ユ ニ ッ ト

2
.防

護
水

準

環
境

(景 観
)

要
指 定

防
護

松
島

島
嶼

（
6
）
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
○

深
沼

地
区

海
岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
道

路
が

あ
る

。
ま

た
、

農
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
新

た
な

堤
防

の
整

備
が

必
要

。
砂

浜
の

保
全

が
必

要
。

6
.2

0
（
6
.2

0
)

7
.2

0
離

岸
堤

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
7
.2

0
m

の
堤

防
、

離
岸

堤
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
＝

7
,9

0
0
m

離
岸

堤
 L

=
7
2
0
ｍ

・
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

･傾
斜

堤
で

あ
り

、
前

面
の

砂
浜

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
や

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
を

実
施

し
、

砂
浜

の
地

形
変

化
状

況
を

監
視

す
る

。
・
海

水
浴

場
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

お
こ

な
う

。

○
深

沼
漁

港
海

岸
荒

浜
地

区
水

産
庁

(仙
台

市
)

砂
浜

海
岸

で
背

後
に

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。

6
.2

0
（
6
.2

0
)

7
.2

0
－

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
砂

浜
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

□
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

・
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
7
.2

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
8
3
0
ｍ

・
砂

浜
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
を

実
施

し
、

砂
浜

の
地

形
変

化
状

況
を

監
視

す
る

。
・
高

潮
高

の
大

き
い

海
岸

で
あ

る
た

め
、

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
構

造
物

の
破

損
に

留
意

す
る

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

1
/
5

仙 台 市

仙 台 湾 南 部 海 岸 ①

2
.防

護
水

準

7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

指
定 済

要
指 定

4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
防

護
環

境
(景 観

)

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

1
.海

岸
の

特
性

整
備

箇
所

整
理

表
　

【南
部

 1
/ 

5】

市
町

村
名

ユ ニ ッ ト

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)
管

理
者

名
8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

利
用

6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

仙
台
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
閖

上
漁

港
海

岸
閖

上
地

区
水

産
庁

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

，
民

家
及

び
道

路
が

復
旧

す
る

予
定

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

6
.2

0
（
-
)

3
.7

0
、

4
.8

0
、

7
.2

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
等

で
あ

る
た

め
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。
□

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

・
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.7

0
m

、
+
4
.8

0
m

、
+
7
.2

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

護
岸

L
=
1
3
8
0
m

（
T
.P

+
3
.7

m
)

堤
防

L
=
3
6
0
m

(T
.P

+
4
.8

m
)

堤
防

L
=
5
7
0
m

(T
.P

+
7
.2

m
)

堤
防

L
=
4
4
0
m

(T
.P

+
7
.2

m
)

・
自

然
景

観
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

･漁
業

利
用

さ
れ

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
、

破
損

に
留

意
す

る
。

・
背

後
地

で
定

期
的

に
朝

市
が

開
か

れ
て

い
る

た
め

、
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

○
○

閖
上

・
北

釜
地

区
海

岸
水

管
理

・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
砂

浜
の

保
全

が
必

要
。

7
.2

0
（
7
.2

0
)

7
.2

0
-

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
等

で
あ

る
た

め
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
7
.2

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
3
,9

5
8
ｍ

・
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

･傾
斜

堤
で

あ
り

、
前

面
の

砂
浜

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
や

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
を

実
施

し
、

砂
浜

の
地

形
変

化
状

況
を

監
視

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

５
年

に
１

回
程

度
の

定
期

点
検

を
実

施
し

、
適

切
な

維
持

・
修

繕
を

お
こ

な
う

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

2
/
5

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

整
備

箇
所

整
理

表
　

【南
部

 2
/5

】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
指

定 済

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

保
全

区
域

市
町

村
名

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

利
用

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

名 取 市

仙 台 湾 南 部 海 岸 ①

海
岸

名
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
(施

工
高

)

計
画

護
岸

高
(施

工
高

)
整

備
施

設
名

津
波

高
潮

侵
食

○
○

相
の

釜
地

区
海

岸
水

管
理

・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
砂

浜
の

保
全

が
必

要
。

7
.2

0
（
7
.2

0
)

7
.2

0
突

堤
養

浜
●

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
等

で
あ

る
た

め
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

天
端
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.+
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m

の
堤

防
を
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備
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る
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堤

を
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備
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浜
を

実
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す
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3
・
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
を

実
施

し
、

砂
浜

の
地

形
変

化
状

況
を

監
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。
・
高

潮
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の
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き
い
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岸

で
あ

る
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、
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に
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造
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の
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。

ま
た

、
農

地
と

し
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れ

て
い

る
。

新
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な
堤

防
整

備
が

必
要

。
砂

浜
の

保
全

が
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。

7
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)
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潮
に

対
す

る
安

全
性
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確
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す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

○
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
等

で
あ

る
た

め
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P
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7
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0
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の
堤

防
を

整
備

す
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突
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を
整
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す

る
養
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を
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す
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突
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・
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然
環
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保
全
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す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点
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を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
を

実
施

し
、

砂
浜

の
地

形
変

化
状

況
を

監
視

す
る

。
・
高

潮
高

の
大

き
い

海
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で
あ

る
た

め
、

臨
時

点
検

に
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し
て
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造
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損
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す
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